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※感染症法に基づき実施されている感染症発生動向調査（群馬県）のデータを元に集計・作成しております

【新型コロナウイルス感染症】

県内及び富岡保健所管内における新型コロナウイルス感染症流行状況

令和5年7月20日 富岡保健所

全数報告（富岡保健所管内）
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★その他の感染症の情報は群馬県ホームページで公開しています★

「群馬県感染症情報」で検索するか、以下URLもしくはQRコードからご確認ください。

https://www.pref.gunma.jp/page/3296.html

群馬県感染症発生動向調査情報（週報） 【富岡保健所Ver.】

令和5年第28週（令和5年7月10日～7月16日）

全国的に増加

傾向です！！

警報値（基準値6）

注意報値（基準値12）

【警報発令中！！】

県内でも富岡が

特に多いです！！

※県全体では少し減少

・他の地域では「腸管出血性大腸菌感染症（O157

等）」の報告が増えています。例年、気温の高い初夏

から秋にかけて多く報告されています。

・予防方法としては、以下の方法などがあります。

①ハンドソープによる手洗いを徹底する

②生野菜はよく洗って食べる

③箸やまな板などは、生肉用とそれ以外とで

使い分ける

④肉の生食は避け、中心が白くなるまで十分に

加熱調理する

全国的にRS ウイルス感染症の患者報告数（感染症法に基づく小児科定点医療機関からの報告）が増加し

ております。RSウイルス感染症の症状や予防方法についてお伝えします。

全国的にRSウイルス感染症の報告が増加傾向です！！

警報値（基準値20）
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ＲＳウイルス感染症
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発熱、鼻汁、咳などの風邪様の症状が数日続き、多くは軽

症で回復しますが、 重症化した場合は、細気管支炎、肺

炎などを起こします。

※ 生後6ヶ月以内の新生児・乳児への感染や、低出生体重児、心臓・

肺・神経・筋肉などに基礎疾患がある場合や免疫不全がある場合な

どには重症化の可能性が高まります。

症

状

接触感染、飛沫感染で感染が広がり、2歳までにほぼ全員

が少なくとも1度は感染します。

感

染

経

路

・石けんでの手洗い・アルコール消毒

・子どもが日常的に触れるおもちゃなどの消毒

・鼻汁、咳などの症状がある場合はマスクの着用
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